
The Japan Statistical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Statistioal 　Sooiety

統計関連学会連合大会記録

こ と は ， 両者 の ア プ ロ
ー

チ に 何 らか の 関連が あ る こ

と を示唆し て い る．本報告で は
，

こ の 関連の
一

端 を

明 ら か に す る。まず ，
ベ イズ予測 に お ける客観的 プ

ラ ィ アーの 導出法 を与 え る．つ ぎに，それ か ら得 ら

れ る プ ラ ィ アーを使 い
， 予測尤度 を構成 す る 方法 を

考 え る．

F・5　Regret　Region　 Hypothesis　Testing　 Using

　　 Unbiased　 Statistics　： Case　of 　 the　Expo −

　 　 nentia 且Distribution

　　　　　　　 筑波大 ・社 工 　野 　上 　佳　子
＊

　 こ れ ま で ， 不偏統計 量 に つ い て の検定は殆 ど論じ

られ て い な い ．こ こ で は ，左縮み 型指数分布の 2 つ の

母数の 不偏統計 量 を 用 い て ， 両端検定 と片端検定 を

論 じ る．Lagra  e 法 に基づ い て母数の最小確率区

間 を逆変換 して ， 後悔領域 を作る検定を紹介 す る．

こ れ ら は ， あ る最適性 を もつ こ と を後悔確率関数 を

用 い て示 す．

9 月 5 日 （金）（昼　A 会場）

コ ン ペ テ ィ シ ョ ン 　（6）

　　　　　 座長　東大 ・農生　岸　野　洋　久

A ・1 臨床試験 に お け る ク ラ ス タ
ー

ラ ン ダム 化 デザ

　　 イ ン の 基礎的検討

　　　　　　　 東大
・
医

・
院 吉 田 悦 子

＊

　　　　　　東京理 大 ・工 ・院　菅　波　秀　規

　　　　　　　　　 東大 ・医 大 橋 靖 雄

　救命救急 に お け る処置間比較 をラ ン ダム 化試験 に

お い て 実施す る場合，被験者 を単位 とす る ラ ン ダム

化 よ り も， 施設あ る い は 施設 の ある 時期 を単位 とす

る ク ラ ス ターラ ン ダム 化の 方 が 被験者 を集 め や す い

と考え られ る．しか し後者 で は，被験者数 を
一

定 と

した場合 に検 出力低下 が 懸念 され，被験者 の 集めや

す さ と検出力 の 低下 の バ ラ ン ス が 問題 とな る．本研

究 で は，被験者 を単位 とす る ラ ン ダム 化 と ク ラ ス タ

ーラ ン ダム 化を解析的 に 比較す る．

A ・2 長距離か ら 反射平面 を ス キ ャ ン した 画像と そ

　 　 の 再 生 法

　　　　　　　 慶應大 ・理 工 　青　木　義　充
＊

　　　　　　　 慶應大 ・理 工 加 藤 　 剛

　長距雕 か ら電磁波 で 反射平面をス キ ャ ン す る問題

を考 え る．具体例 と して は，人工 衛 星 に よ る地表面

画 像取得 が あ る．長距離 か らの ス キ ャ ン で は ， ぼ や

け た 画像し か 得ら れ な い の で
， 適切 な補正 が 必 要 と

な る．本報告 で は，新 し い 補 正 法 と して 差分 フ ィ ル
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タ を提案し て い る． こ の手法 を用 い る こ とに よ り，

従来 の も の に 比 べ
， よ り鮮明 な 画像 が 得 られ る．

A ・3　折 れ 線関数 に よ る モ デル 検証能 力

　　　　　　中央大 ・数学 ・院 大 野 和 広
＊

　　　　　　長崎大 ・環境科学　中　村　　　剛

　非線形回帰 モ デル で 用 い られ る関数形 の 決定 は有

意性検定結 果 の P 値 に 影響 を与 え る，臨床試験 の 薬

効評価に お い て ， 折 れ線 回帰法 は 層別 ロ グラ ン ク検

定 と線形 Cox回帰 モ デ ル よりも高 い 検 出力 を持 つ

こ と は確立 さ れ て い るが，検定 の サ イズ の 評価 は充

分に は研究さ れ て い な い ．そ こ で 検定 の サ イ ズ を層

別 ロ グ ラ ン ク検定及び線形 Cox 回帰 モ デル と比較

す る問題 を考察 した．高次 の 折 れ 線回帰法 と ス プ ラ

イ ン 関数の 関係 に 関して も考察 した．

9 月 5 日 （金）（午後　A 会場 ）

ゲ ノ ム ・遣伝解析

　　　　　 座長 東大 ・農生 岸 野 洋 久

　　　　　　　　　 東大 ・医 伊 藤 陽
一

A ・1　 ミレ ニ ア ム ・ゲ ノ ム ・プ ロ ジ ェ ク トの 試験デザ

　　 イ ン に おけ る統計学的考察

　　　　　　　東京理科大 ・工 佐 藤 泰 憲
＊

　　　　　東京理 科大 ・ 工 ・ 院　菅　波　秀 　規

　　　　　　　東京理 科大 ・工 　浜　田　知久馬

　　　　　　　東京理科大 ・工 　吉　村　　　功

　　　　　　　　　国立 が ん セ 　吉　田　輝 　彦

　　　　　　　　　国立 が ん セ 　吉　村　公 　雄

　 ミ レ ニ ア ム ・ゲ ノ ム ・プ ロ ジ ェ ク トの 目的 は ， 個

人 の 体質 の 違 い や 薬剤 の 応答性 ・副作用 に つ な が る

SNP を同定す る こ と で ある ．しか し ， ゲ ノ ム 網羅的

な SNP タイ ピ ン グ に は コ ス トと 時間 が か か る の

で ，コ ス トや実験効率を考慮した 試験 デザ イ ン を検

討す る必要 が ある．本発表で は，コ ス ト
ー

定と い う

条件 の 下 で ， 疾患 の 発症 と関連 す る SNP を同定す

る確率 （正 判定率 ， 陽性的中率） を 最大 に す る試験

デ ザ イ ン を提案 し，性能評価 の 結果 を報告 す る．

A ・2　 サ ン プル 遺伝子 の 系 図 過 程 と遺伝 的 多 様性

　　　　名古屋市大 ・シ ス テ ム 　能 登 原　盛　弘
’

　地理的な構造を持 つ 生物集団 か らサ ン プ ル し た 中

立 な遺伝子 の 系図課程 を考え る．遺伝子 の 系図 に つ

い て は 1982年の Kingman に よ る論文 以 来，集団遺

伝学 で は ， 盛 ん に 研究が さ れ て い る．こ れ に 集 団 の

地 理 的な構造 を考慮 に 入 れ る と
， 移住 （migration ）と

Coalescenceを伴 うマ ル コ フ 過程 （死滅過程）で 表現
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さ れ る．こ の マ ル コ フ 過程 を用 い ，サ ン プル 遺伝子

の 共通祖先 ま で の 待 ち 時間 や 遺伝的多様性 に つ い て

解析 した 結果 を報告する．

A ・3BP ア ル ゴ リズ 厶 に よ る遣 伝子 マ ーカ デ ータ

　　 の 解析

　　　　　　東 工 大 ・情報理 工 　間　瀬　　　茂
’

　確率ネ ッ トワ
ー

ク に 対す る BP （Belief　 Propaga−

tion）ア ル ゴ リズ ム を用 い て ， FJHN と呼 ば れ る遺伝

子疾患を もつ ， 6世代 65入 の 大家系の 遺伝子 マ
ーカ

データ を解析す る．東京女 子 医大 の 鎌谷教授等 の グ

ル ープ は ，
FJHN の 発病 が ， 5 つ の 隣接 す る遺伝 子マ

ーカ の ， あ る特有の パ ター
ン と強い 関連を も っ こ と

をっ き と め た．こ の 発表 で は ， そ の 際必要だ っ た膨

大 な計算が
，
BP ア ル ゴ リズ ム を用 い る こ とに よ り，

効率的 に 実行 で き る こ と を紹介 す る．

A −4　分子系統樹 の 頑健 ベ イズ 推定

　　 サ ウ ス カ ロ ラ イナ 大 ・農生　 Peter　Waddell

　　　　　　　　 東大 ・農生 　岸　野　洋　 久
’

　　　　サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 大 ・院　Xijiang　Miao

　推定 さ れ た 分子系統樹の精度評価の 方法 と し て ，

ブー
トス トラ ッ プ が 広 く用い られ て きた が，近年ベ

イ ズ珠が 浸透 し て きて い る．優 れ た 論理 牲 を持 ち ，

また分子進化 の 統計 モ デル を通 して 種 々 の 進化生物

学 の 問題 に 答 えを出して い る．が こ れ と 裏返 しに，

ブー
トス トラ ッ プ に 比べ モ デ ル 依存性 が 強 い こ と が

難点 と さ れて い る．ベ イズ の 枠組 み に ブー
トス トラ

ッ プ を組 み 込 む こ とに よ り，論理性 と頑健性 の 両者

を追求す る こ と に つ い て 報告す る ．

A ・5 分 子 標 的 薬 剤 に対 す る用 量 反 応 性 遣 伝 子 の 探

　　 索

　　　　　　　　　 東大 ・医 伊 藤 陽
一＊

　　　　　　　　　 東大 ・医　大　橋　靖　雄

　細胞増殖 に 関与す る物質 に 特異的 に 作用す る分子

標的薬剤の 開発 に お い て
， 腫瘍縮小効果 が得られ な

か っ た 場合 で あ っ て も，薬剤が 生体内 で標的 と し て

い る 物質 に 関与 し て い る こ と を確認 す る こ とが 求 め

られ て い る．本研究 で は ，
マ ク ロ ア レ イ を用 い た 実

験データ か ら， 個 々 の 遺伝子 の 用 量 反 応性 の 指標 を

構築す る こ と を目的 と す る．マ ク ロ ア レ イ の 正 規化

と用 量 反応性 の 指標 の モ デ ル 化 を 同時 に 行 う階層的

な モ デ ル の 適用 を試 み る．

A −6 　DNA 　Library 　Screeningの た め の ポ ジ テ ィ

　　 ブ発見 ア ル ゴ リズム

　　　　　　慶 應 大 ・理 工 ・院　上 　原　啓　明

　　　　　　　み ずほ 信託銀行 橋 本 剛 直

　　　　　　　 慶應大 ・理工 神 保 雅
一＊

DNA 　library　screenig に お い て pooli  designと

呼ばれ る group　testingの 方法 が 用 い ら れ る こ と が

あ る．本報告 で は，pooli  designの 結果 か ら真 の

positiveを発見するア ル ゴ リズ ム を提案 し，そ の 効

率を MCMC に よ る 方法 と比較す る ．

A ・7　分 子 系統学 に お け る統 計 学 的 問 題

　　　　　　　　 統計数理 研　長谷川　政　美
＊

　DNA や 蛋 白質 な ど の 分子配列デ
ー

タか ら分子系

統樹を推定す る 際 の さ ま ざ ま な統計学的問題 を議論

す る．

9月 5 日 （金）（午後　B 会場）

時系列モ デル

座長　統計数理 研　北　川　源 四郎

B −1　 あ る非定常な多変量時系列 の 分析 に つ い て

　　　　　　中央大 ・理工 ・院 田 中 哲 也
’

　　　　　　　　中央大 ・理 工　藤　井　光　昭

　　　　　　　　中央大 ・理 工　吉　村　　　豊

　本研究で は
， 体力測定関係 の 時系列データ を取 り

扱う．非定常 か つ 非線形 で あ る よ うなデータ の 分析

を念頭 に お き，モ デル の あて はめ，もしくは定常化

し て の 相関分析な ど の 多変量時系列 の 分析を検討す

る．

B −20n 　 Evaluation　 of 　 Wavelet　 CoeMcient

　 　 Domain 　 MLEs 　 Associated　 with 　 Gaussian

　 　 Processes

　　　　　　　
一

橋大 ・経済 川 崎 秀 二
＊

　 Gauss過 程 の wavelet 係 数 ド メ イ ン に お け る

MLE を考察 す る．マ イ ル ドな条件 の 下 ，
モ ーメ ン ト

法 に よ る 推定量 は MLE に 近 い パ フ ォ
ー

マ ン ス を呈

す る 事 を 示 し，そ の 近 さ を 分散等 の 意味 で 評価す る．

こ れ を 用い て Cramer・Rao 下界 との 比 較 を行 う．定

常増分過程や マ ル チ ン ゲール 等幾 つ か の 過程 ク ラ ス

に 対 し，こ の 評価 の 検証 を行 う．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


